









Electron Microscopic Studies on Mucoepidermoid Carcinoma 
III. On the ultrastructural atypy
TOSHIYUKI KAWAKAMI CHIHITO NAKAMURA HIROMASA HASEGAWA and SHIGEO EDA
　　　　　　　　　　　　DePaγtment　q〆Oral　Pathology，ル化お2〃zo　to　1）ental（元o〃ege
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Chief：」PrOf　s．　E鋤






















































































































































































































































































著　　者 年 名　　　称 分　類 同榛な見解の文献 備　考













Rawson． mucoepidermoid 7じ9 Foo仁，　eヒ 33レ 全て悪性とみなす高悪性型 Sikarova，et　al．1964
小守．他
　　　2nP979粘表皮腫一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一Grade　I 15）石川，1982 全て悪性とみなす
（mucoepldermoidtu or）　　　Grade　皿
Grade　皿
Jakobsson，　eヒa1．
　　　■61P968mucoepidermoidca cinoma－一一低悪性型 Shafer，et　a1．197432）
（粘表皮癌） 高悪性型 難竃ii
Healey．　et　a1．
　　　12）P970mucoepidermoidcarcinoma－一一Grade　IEneroth，et　a1．　　　　7）P972
Grade　且
Grade　皿
川上．他 1984粘表皮癌一＿一一一一一一＿＿＿一一一一＿＿＿，＿分化型（低悪性型） 本論文（皿coepldermoidcarcinoma）未分化型（高悪性型）
あるが，本腫瘍を真の悪性腫瘍とみなすべきであ
るとの微細構造上の重要な所見と思われる．
　本腫瘍の名称について，一部の研究者は本腫瘍
を全て悪性腫瘍として取り扱うことに賛意を示し
ながらも，粘表皮癌mucoepidermoid　carcinoma
を用いずに粘表皮腫mucoepidermoid　tumorを
使用している（Rawson，　et　al．，195031），小守ら，
197919））．しかし，真の悪性腫瘍として取り扱う以
上はいたずらな混乱をさける意味からも粘表皮癌
mucoepidermoid　carcinomaを使用すべきであ
ろう．またその分類としては分化の程度により3
群に分けているものもみられる．しかし，実際に
3群に分けることはかならずしも容易ではないと
言われている．したがって，Jakobsson，　et　al．
（1968）16）の分類に準じ，分化型（低悪性型）と未
分化型（高悪性型）の2者に分類するのが適当で
あると考える．
結 論
　分化型および未分化型の粘表皮癌各1症例につ
き，腫瘍細胞個々の微細構造を観察し，合わせて
本腫瘍の生物学的態度およびその取り扱いについ
ても検討したところ，次の結論を得た．
　1．腫瘍細胞の核および細胞質には，悪性腫瘍
を特徴づける種々の構造，すなわち極端な核輪郭
の不整，核内封入体，核内小体，および細胞質内
微小嚢胞などが高頻度に出現していた．
　2．これらの微細構造的異型の存在は，“本腫瘍
は真の悪性腫瘍である”ことを支持する所見と考
えられる．
　3．したがって，本腫瘍を真の悪性腫瘍として
取り扱い，その名称には粘表皮癌mucoepidermoid
carcinomaを用いること，そ・して分化の程度によ
り分化型（低悪性型）と未分化型（高悪性型）の
2者に分類することを提唱したい．
　稿を終るに臨み，ご校閲をいただいた本学口腔
外科学第2講座主任　山岡　稔教授に対し感謝
の意を表する．
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図1：極端に輪郭が不整を呈した核（症例1：×8，700）．
図2：核が深い切痕を有し，その部に核小体は偏位している（症例1：x2，400）．
図3：核輪郭の不整さゆえに一見して封λ体を思わせる構造（症例1：×8，800）．
図4：雲架状物で構成され，周囲一層の明るい核内小体（矢印）とミトコンドリアの基質に出現した空胞構
　　　造（＊印）（症例1：×8，600）．
図5：微細線維で構成された被膜内部に頼粒成分を持つ核内小体（矢印）（症例1：×16，000）．
図6：核内にみられた封入体（矢印）（症例1：×8，700）．
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図7：一種の限界膜によって囲まれた封入体を思わせる構造（症例2　×36，600）．
図8：年輪状を示す核小体（症例2：×7，200）．
図9：微繊毛を持つ細胞質内微小嚢胞（症例1：×4，500）．
図10：ミトコンドリアのクリステの断裂と膨化がみられる（症例1：×5，500）．
図11：形成未熟な分泌穎粒が多い（症例1：×5，500）．
図12：一種の自己貧食胞と考えられる電子密度の高い構造物（症例1：18，500）、
